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今
回
は
今
年
の
４
月
か
ら
岐
阜

清
流
病
院
の
病
院
長
に
就
任
さ
れ

た
松
本
先
生
に
話
を
伺
い
ま
す
。

―

今
日
は
松
本
病
院
長
の
こ
と

を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た

く
い
ろ
い
ろ
と
話
を
お
伺
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
先
生

の
専
門
分
野
か
ら
教
え
て
い
た
だ

け
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

松
本
　
は
い
。
私
は
25
年
以
上
前

に
医
師
を
志
し
て
以
来
ず
っ
と
整

形
外
科
を
専
門
に
や
っ
て
い
ま

す
。
整
形
外
科
の
中
で
も
こ
こ
15

年
ぐ
ら
い
は
関
節
外
科
、
特
に
膝

関
節
の
手
術
が
多
い
で
す
ね
。
近

年
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
う
最

先
端
の
技
術
を
利
用
し
て
膝
の
人

工
関
節
の
手
術
を
主
に
や
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
し
た
膝
周
囲
の
手
術

が
最
も
得
意
と
す
る
部
門
の
一
つ

で
す
。
そ
れ
以
外
で
は
股
関
節
や

足
首
の
関
節
、
下
肢
の
関
節
を
中

心
に
治
療
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
選
手
を
診
る
こ
と
も
多
い
で
す

ね
。
膝
の
靭
帯
損
傷
や
半
月
板
損

傷
、
軟
骨
損
傷
な
ど
、
時
に
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
選
手
な
ど

を
治
療
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
も

あ
り
ま
し
た
。

―

先
生
自
身
も
何
か
ス
ポ
ー
ツ

を
さ
れ
る
の
で
す
か
？ 

松
本
　
昔
は
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

い
ま
し
た
が
、
最
近
は
も
っ
ぱ
ら

マ
ラ
ソ
ン
を
趣
味
に
し
て
走
っ
て

い
ま
す
。
仕
事
柄
患
者
さ
ん
に
運

動
を
勧
め
て
い
た
の
で
す
が
、
私

自
身
40
代
に
な
っ
て
お
腹
も
気
に

な
り
だ
し
ま
し
た
の
で
、
自
ら
率

先
し
て
や
ろ
う
と
思
い
始
め
た
の

が
き
っ
か
け
で
す
。
最
近
で
は
趣

味
が
高
じ
て
３
月
に
行
わ
れ
た
東

京
マ
ラ
ソ
ン
に
も
エ
ン
ト
リ
ー
し

ま
し
た
。

―

完
走
さ
れ
た
の
で
す
か
？

松
本
　
な
ん
と
か
最
後
ま
で
走
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
数
年
ぶ
り

の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
だ
っ
た
の
で
と

て
も
楽
し
い
気
分
で
走
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
清
流
病
院

で
も
仲
間
た
ち
と
一
緒
に
走
れ
る

と
い
い
な
と
考
え
て
い
ま
す
。
病

院
の
職
員
だ
け
に
限
ら
ず
、
近
隣

の
医
師
や
医
療
従
事
者
の
方
々
も

含
め
て
楽
し
く
や
り
た
い
な
と
い

う
風
に
考
え
て
い
ま
す
。

―

松
本
病
院
長
は
、こ
の
岐
阜
清
流

病
院
を
ど
の
よ
う
な
病
院
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
か
？

松
本
　
岐
阜
清
流
病
院
に
は
私
よ

り
も
先
輩
の
医
師
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
う
い
っ
た

医
師
の
方
々
に
敬
意
を
表
し
つ

つ
、
岐
阜
清
流
病
院
と
し
て
更
に

地
域
の
み
な
さ
ん
に
慕
わ
れ
る
よ

う
な
、
安
心
安
全
な
医
療
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ
を
直
し
た

方
が
い
い
と
か
、
こ
こ
を
こ
ん
な

風
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
か
、
そ

う
い
う
意
見
を
持
つ
職
員
の
方
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
ら
全
て

が
取
り
入
れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
は

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
し
た
意

見
に
積
極
的
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る

よ
う
な
病
院
長
で
あ
り
た
い
と
い

う
風
に
考
え
て
い
ま
す
。

―

岐
阜
清
流
病
院
に
お
け
る
病

院
長
の
専
門
分
野
に
関
し
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
？ 

松
本
　
僕
は
ず
っ
と
整
形
外
科
を

学
ん
で
き
た
の
で
、
や
は
り
整
形

外
科
か
ら
改
革
し
、
病
院
を
強
化

し
た
い
と
い
う
思
い
は
あ
り
ま

す
。
近
く
の
岐
阜
大
学
病
院
に
も

引
け
を
取
ら
な
い
医
療
が
提
供
で

き
る
病
院
に
育
て
た
い
で
す
ね
。

そ
れ
に
は
や
は
り
『
人
』
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
技
術

も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
心
を

持
っ
た
職
員
が
集
ま
っ
て
く
る
病

院
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
日
本
社
会
は
ま
だ
し
ば
ら
く

の
間
は
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
人
は
い
ず
れ
寿

命
が
き
て
命
が
な
く
な
る
わ
け
で

す
け
れ
ど
も
、
こ
の
清
流
病
院
に

は
ホ
ス
ピ
ス
が
あ
り
、
人
生
の
終

わ
り
方
と
い
う
も
の
を
よ
く
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
院
で
す
。

一
方
で
、
私
が
専
門
に
し
て
い
る

整
形
外
科
と
い
う
分
野
も
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
に
直
接
的
に
関

わ
る
診
療
科
で
す
。
つ
ま
り
、
患

者
さ
ん
に
寄
り
添
う
心
を
も
っ
た

人
が
ま
ず
は
大
切
だ
と
い
う
こ
と

な
ん
で
す
。
そ
う
し
た
部
分
で
地

域
の
患
者
さ
ん
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

は
『
整
形
外
科
と
言
え
ば
清
流
病

院
』
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
ね
。
ま
た
、
病
院
長
に
な
っ

て
も
積
極
的
に
患
者
さ
ん
を
診
て

い
き
ま
す
。
私
の
名
前
は
昭
和
の

『
和
』
と
書
き
ま
す
が（
最
近
は

令
和
の
『
和
』
と
言
っ
て
い
ま

す 

笑
）
和
を
以
て
貴
し
と
な
す

と
い
う
の
が
私
の
考
え
方
で
す
。

患
者
さ
ん
た
ち
の
中
で
一
緒
に

な
っ
て
、
話
を
し
な
が
ら
治
療
し

て
い
く
と
い
う
の
が
私
の
ス
タ
イ

ル
な
の
で
、
こ
れ
は
今
後
も
継
続

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

岐
阜
清
流
病
院
を
ご
利
用
に

な
ら
れ
る
地
域
の
患
者
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
お
願
い
し
ま
す
。

松
本
　
私
は
『
患
者
さ
ん
に
い
い

と
思
う
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
行
え
る
病
院
』
と
い
う
の
を

基
本
的
な
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

小
池
都
知
事
風
に
言
う
な
ら
『
患

者
フ
ァ
ー
ス
ト
』
の
考
え
方
を

持
っ
た
病
院
で
す
ね
。
患
者
さ
ん

が
ハ
ッ
ピ
ー
に
な
っ
て
笑
顔
に

な
れ
ば
、
職
員
も
楽
し
く
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
楽
し
い
こ
と

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
病
院
に
関
わ

る
全
て
の
人
が
元
気
に
な
る
よ
う

な
そ
ん
な
病
院
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
師

の
方
々
と
も
更
に
連
携
を
深
め
な

が
ら
、
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
楽
し

い
病
院
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ

ひ
お
気
軽
に
当
院
を
ご
利
用
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

―

で
は
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今

後
に
向
け
た
病
院
長
の
意
気
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
　
病
院
長
の
お
話
を
い
た
だ

い
た
時
は
本
当
に
私
で
い
い
の
か

と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

5
0
0
人
の
職
員
か
ら
な
る
病
院

を
任
さ
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ

の
責
任
の
重
み
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
一
人

で
は
病
院
の
運
営
は
成
り
立
ち
ま

せ
ん
か
ら
、
諸
先
輩
方
、
病
院
の

全
て
の
職
員
の
皆
さ
ん
と
協
同
し

な
が
ら
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

も
気
持
ち
の
良
い
、
楽
し
い
職
場

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
1
0
0
年
後
も
存
続
し
て
今

と
同
じ
よ
う
に
多
様
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
で
き
る
、
そ
ん
な
病

院
に
す
る
た
め
の
礎
を
築
い
て
ゆ

く
た
め
に
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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インタビューの
様子は動画でも
ご覧いただけます

松本　和
まつ もと かず

岐阜清流病院病 院 長

 1994年  3月 ...  岐阜大学医学部卒業
 1994年  5月 ...  国立国際医療センター　整形外科
 1997年  7月 ...  都立墨東病院　救命センター
 1997年12月 ...  岩井整形外科内科病院　整形外科
2000年  2月 ...  岐阜大学医学部附属病院　整形外科
2004年  3月 ....  医学博士取得
2004年  4月 ...  松波総合病院　整形外科部長

松 本 　 和（まつもと・かず）

2005年  4月 ....  岐阜大学医学部附属病院　整形外科
2006年  4月 ...  Sanford/Burnham Medical

Research Institute 留学
2010年  4月 ....  岐阜大学医学部整形外科　臨床講師
2014年  4月 ....  岐阜大学医学部整形外科　講師
2015年  4月 ....  岐阜大学医学部整形外科　准教授
2022年  4月 ...  岐阜清流病院　病院長



T E A MT E A M  S E I K O U K A I S E I K O U K A I
清光会グループで活躍中のスタッフを紹介します！

 岐 阜 清 流 病 院  名 和 内 科 ・ 巣 南 リ ハ ビ リ セ ン タ ー

通所リハビリテーションとは　　
　利用者さんとそのご家族が住み慣れた家や地域で役割や楽しみを持ちながら、安心して生活を送ることができるよう自立を支援す
る施設です。2016年に当施設のコンセプトを「自分でやるリハビリ」にリニューアルし、利用者さんが課題に主体的に取り組み、楽しみ
ながら達成できるよう、多職種一丸となって支援するサービスを行っています。　4月より岐阜清流病院に看護部長としてお世話になります

伊藤稔
とし

子
こ

と申します。
　清光会の理念は『医療・介護を通じ、地域の皆様に“笑顔あふ
れる暮らし”をお届けします』です。アズイフの法則にあるよう
に、人は『楽しいから笑うのではなく、笑うから楽しい』と言われ
ています。皆さんに笑顔になっていただけるよう、地域に寄り添
える病院を目指していきます。

看護師をとりまく現況
　新型コロナウイルスへの対応で業務は増大しており、さらに
は加速する人口減少・少子高齢化社会の影響もあり、看護師
不足は深刻化しています。看護師を増やす対策にも限界があ
ります。
　そこで必要となるのが業務整理や業務を変えていく取り組み
です。AIなども積極的に導入し活用しながら新しい形の業務
改革が必要です。

求められる看護の形 ── 変わらないものと変えていくもの
　時代が変わっても変わらないものは、確実な技能（技を使っ
て仕事を行う行為）です。この技能を磨き続けていくことが大
切です。
　一方で変えていかないといけないものは、私たちの看護のあ

り方です。患者さんは、多様な人生を歩んできた人たちです。看
護師は、患者さんの人生を支えるアイデアをいくつ出していけ
るか、柔軟な発想が求められます。そのためには、マニュアルや
システムでない『＋α』の能力が必要となってきます。この『＋
α』を育むために、個々の『感性』を大切にし、多様な能力を引き
出します。その引き出された能力を活用していくことが求められ
ています。

大切にしたい人と人との関係性
　コロナ禍では、人と人との距離を保つ生活が当たり前になるか
らこそ、人間がもつ本質である『人とのつながり』を大切にしてい
きたいと思います。環境が変化しても、これまでのような看護師
と患者さんとの関係性をどのように保っていくのかが問われてき
ます。看護に不可欠な配慮や思いやりは、言葉で表されるものだ
けではありません。言葉をかけなくてもそばにいる、そっと手を
握るといった行為で伝わる思いや関係性があります。人を尊重す
るケア『ユマニチュード』もその一つです。『見る』『話す』『触れる』

『立つ』の4つの技法を用いてケアする。そんな看護を大切にして
いける感性豊かな看護師を育成していきます。
　また、地域の患者さんやご家族が安心して暮らせるよう、地域
の医療機関や施設等との連携・協力も大切です。そのためにも
私たちは、医療者・看護師にしかできない『つなぎ役』として丁寧
なケアを提供していける組織作りをしていきます。
　そして、職員一人ひとりを大切にできる組織を目指し、職員も
笑顔になれ、『看護を楽しむ』を感じられればと思います。

ご　挨　拶

作業療法士　大橋　雅之
自己紹介
　主に通所リハビリテーションでのリハビリ業務に従事してい
ます。それ以外に年数回瑞穂市や本巣市で行われている地域
の高齢者を対象としたサロンで介護・認知症予防の運動など
の講師をしたり、瑞穂市で2018年から行われている認知症の
啓発イベント「 RUN 伴＋みずほ」の実行委員として認知症に
やさしいまちを実現していくための地域の活動にも参加して
います。

自分のアピールポイント
　誰でも年齢を重ねることで肉体的に衰えていきますし、病気
や怪我をきっかけに自信を持てなくなることもあると思いま
す。リハビリ職は身体を良くするのではなく、ご利用者の持つ
能力を最大限に活かし、生活を良くする仕事です。利用される
方々が少しでも前向きな気持ちで生活し、自分自身の人生の
主役であり続けられるよう、お手伝いをさせていただく一端を
担っていければと思っています。

理学療法士　渡邊　亮太
自己紹介
　私自身スポーツで怪我をしてしまい、治療のために通院した
ことが理学療法士という仕事を知るきっかけでした。その時私
も誰かの力になりたいと思い、この仕事を志しました。また学
生の時、高齢者施設での実習を通して人生に寄り添えるとても
重大でやりがいのある仕事だと感じました。

自分のアピールポイント
　リハビリの時以外に自宅でも行える運動も指導し、受動的だ
けではなく能動的に取り組んでいただくように心掛けていま
す。また、通所リハビリで覚えた自主訓練を自宅で行いつつ家
庭でも役割を持ち、自分の好きなことに取り組むことも重要で
す。これらが生きがいや充実した生活につながっていきます。
少しでも利用者さんやご家族の笑顔が増えるよう力になりた
いです。

No.6

岐阜清流病院

伊藤稔
とし

子
こ

看 護 部 長

No.6

巣南リハビリセンター

通所リーダー
作 業 療 法 士

大橋雅之（右）
理 学 療 法 士

渡邊亮太（左）



2022年3月

　３月２３日、社会福祉法人 瑞穂市社会福祉協議会主催による
「第２回みずほ子ども食堂支援ネットワーク協議会」が開催されま
した。協議会には当法人が昨年9月に開設した地域交流施設「清
流ぷらす」も参加し、「多世代型地域交流拠点　清流ぷらすの
実践（実践報告）」と題してこれまでの実践報告を行いました。

みずほ子ども食堂支援ネットワーク協議会の目指すもの

　様々な生きづらさによって地域で孤立を深める地域住民に対
し、【食】・【場】の提供が起点となって、分野を問わない個人・
団体の協働による地域のワンストップの活動を目指しています。

地域交流施設「清流ぷらす」の実践報告

●日常の利用状況（午前中の利用者数　平均15～20人／日）
　午前中の運動や談笑を楽しみに多くの方が参加されています。

●パソコン教室の日
参加者の方の声で企画しました。民間のパソコン教室の方を講師に、オリジナル
年賀状の作成やスマホ教室を開催しました。

●カレーの日
こちらも参加者の方の声をもとに企画しました。参加者の皆さんで調理から後
片付けまで一緒に行い、また男性の方の参加もありました。

　清流ぷらすでは現在、子ども～高齢者まで多世代で交流する様々なイベントを企画中です。当法人として
も今後は高齢者にとどまらず幅広い世代への支援を展開し、経営理念でもある『地域の皆様に「笑顔あふれ
る暮らし」をお届けします』のもと、皆さんの生活や人生に少しでも笑顔が増えるよう活動を継続していき
ます。

「第２回みずほ子ども食堂支援ネットワーク協議会」で
『清流ぷらす』の活動報告を行いました
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名和内科・巣南リハビリセンター・清流ぷらすに
関するニュースをお届けします！

清光会LINE

【住　所】	瑞穂市別府1227-1
　　　　（瑞穂市総合センター東へ徒歩３分）
【	T	E	L	】	058-216-6360（直通）
【営業日】	月～金曜日　※土日休み

【利用時間】	9：00～11：30
  ※午後は瑞穂市介護予防事業
  （瑞穂市委託事業）を開催
【利 用 料】	1回 100円

＊どなたでもご利用いただける施設です。お気軽に訪問、お電話ください。

地域交流施設
「清流ぷらす」 

発表者
巣南リハビリセンター
経営企画室リーダー
宮下　顕史

岐阜清流病院に関するニュースをお届けします！

岐阜清流病院 看護部

岐阜清流病院　岐阜県岐阜市川部3丁目25番地　TEL:058-239-8111（代）

2022年3月

　3月23日、岐阜西中学校の生徒さんから今年もシ
トラスリボン（50個）を贈呈いただきました。コロナに
かかわる差別撲滅に向けて、また私たち医療従事者
へ感謝の気持ちを込めて丁寧に作成されたシトラス
リボン。職員一同、大切に使わせていただきます。
　心温まるご支援をありがとうございました。

岐阜西中学校よりシトラスリボンをいただきました

　新緑の爽やかな季節が過ぎると、じめじめとした梅雨、そし
てこの数年、温暖化の影響か猛暑の日が続く夏がやってきます。
私が子どもの頃は気温が35℃を超すなんてことは、まずなかっ
たと思うのですが、皆さんの記憶ではどうでしょうか？　
　暑くなって、身体がその暑さに慣れていない時季に、熱中症
で運ばれる患者さんが増えます。真夏になり、連日暑い日が続
く時は、かえって少ないようです。私達の身体は、常に一定の
状態（恒常性）を保持しようとするシステムがあります。緩やかな
変化には苦も無く対応していますが、やはり急激な変化に対応
するのは、大きなストレスがかかり体調に変化をもたらします。
それが体温という面で表出するのが、熱中症とも言えます。
口が乾き、尿は減り、体温が上がり、朦

もう

朧
ろう

としてくる…脱水と
言われる病態ですね。病院では点滴して水分を補います。病院
で手当てが必要になる一歩手前なら、五苓散という漢方薬が効
果的です。2世紀末に書かれた『傷

しょう

寒
かん

論
ろん

』という漢方の古典に、
五苓散を使う病態が記述されています。「発汗後…、小便不利（尿
が少ない）、微熱、消渇（口が渇く）の者は、五苓散之を主る（五
苓散がよい）」と。まさに熱中症の病態ですね。私の息子が中学
生の時、部活動で毎日炎天下での練習をし、口が渇き、下痢を

し、頭がフワフワした状態になったことがありましたが、五苓散
を飲ませたところ、渇きも下痢もおさまったことがあり、その効
果を実感しています。
　また最近では、胃腸風邪など、水様性下痢で脱水傾向の小
児にも五苓散はよく使われています。この五苓散がなぜ効くのか
という薬理学的機序も解明されてきました。細胞膜に存在し、
水分子の移動に関わるアクアポリンを制
御するというのです。五苓散は漢方薬の
代表的利水剤と言われています。「水を
利する」…なるほどと納得できますね。　
　ちなみに、『傷寒論』と同時代の書物
である『金

きん

匱
き

要
よう

略
りゃく

』には、激しい熱中症
に、本巣の真桑村が良品の産地として有
名のため、名前の由来にもなったマクワ
ウリのヘタを煎じた一

イチ

物
モツ

瓜
カ

蒂
テイ

湯
ト ウ

という薬
が記載されています。
信長の好物でもあったとされるマクワウ
リ、ご近所のよしみもあってか、食べた
くなったのは私だけでしょうか（笑）。

【漢方外来／越路医師】 第1～4金曜日 14：00～16：00 ※完全予約制

第2回漢方コラム
診療部長
越路 正敏 先生

記事
執筆暑い季節に向けて

～五
ご

苓
れい

散
さん

 in the pocket（ポケットに五苓散を）～
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2022年4月

　4月1日、新卒21名を含む35名が入職しました。新しい希望と意気込
みを胸にスタートした新入職員と共に、「笑顔あふれる暮らし」をお届け
できるよう職員一丸となって邁進してまいります。

新しいスタッフが加わりました

新入職員 看護師16名/理学療法士5名/作業療法士4名/言語聴覚士2名
栄養士1名/看護補助者5名/介護福祉士1名/看護事務1名


